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 ７月１５日に紙面とすぐーるでお知らせし

た「学校生活における持ち物・服装等について

のお願い」について、夏休みの間に御家庭で話

題にしていただけたでしょうか。１学期中の周

知期間を終えて、本日から実施します。 

１ 学習用具としての持ち物について 

２ 学習に不必要な物は持ち込まない 

３ 体育時の服装 

詳しくは７月１５日配付・配信した文書で

御確認下さい。 

 



日 曜 行事予定 

２４ 月 

２学期始業式、交通安全指導下校〜２６日

（水）、教育実習開始、教育相談希望調査

すぐーる配信 

２５ 火 夏休み図書返本〜２８金、ＳＣ来校日⑧ 

２６ 水 席書大会（希望者のみ６校時実施） 

２７ 木 

学活生活週間、４年現地学習（水道記念館、

中沼リサイクル団地）、３年 Big お店見学

① 

２８ 金 ３年 Big お店見学② 

２９ 土  

３０ 日 ↓第１８週 

３１ 月 児童委員会⑥、２学期図書貸出開始 

１ 火 教科書（下巻）配付 

２ 水  

３ 木 ６年修学旅行①、ＰＴＡ主催給食試食会 

４ 金 ６年修学旅行②、教育実習終了 

５ 土  

６ 日 ↓第１９週 

７ 月 

クラブ⑤、学活「命の学習」週間、友遊あ

そび③計画週間、４年ダブルダッチ特別授

業① 

８ 火 １年メロディオン講習会、ＳＣ来校日⑨ 

９ 水 ４年ダブルダッチ特別授業② 

１０ 木 
学習参観日③（２校時 1･3･5 組・はる

にれ、３校時 2･4•6 組） 

１１ 金 ２年「動物園の獣医のお仕事」出前講座 

１２ 土  

１３ 日 ↓第２０週 

１４ 月 児童委員会⑦ 

１５ 火 ＳＣ来校日⑩ 

１６ 水 教員研修のため短縮日課 

１７ 木  

１８ 金 遠足（＝友遊あそび③、モエレ沼公園） 

１９ 土  

２０ 日 ↓第２１週 

２１ 月 敬老の日 

２２ 火 休日 

２３ 水 秋分の日 

２４ 木  

２５ 金 遠足予備日（給食あり） 

２６ 土  

２７ 日 ↓第２２週 

２８ 月 クラブ⑥、学校だより発行予定日、悩みや

いじめに関するアンケート実施日（クロム

ブック持ち帰り） 

２９ 火 ３年現地学習（西山製麺＆ＪＲタワー） 

３０ 水 心臓検診１年、前期通知表手交日 

行事予定

７月中に予めご案内していた、１０

月の教育相談の希望調査です。すぐー

るをチェックし、９月４日（金）まで

に回答をお願いします。 

９月２８日（月）は、悩みやいじめに関するアンケートの

回答のためにクロムブックを持ち帰ります。詳しくは当日御

案内します。 

 

９月１日に６年生以外の学年の児童に

配付します。授業で使う時期が来るまで、

各家庭で失くさないように保管してくだ

さい。 

２校時（ ９：３５～１０：２０） 

１・３・５組・ は る に れ 学 級  

 ３校時（１０：５０～１１：３５） 

    ２・４・６組 

遠  足 

９月１８日（金）（予備日２５日（金）） 

行先 モエレ沼公園 

学校から徒歩で往復します。現地では

ペア学年による友遊あそびも行いま

す。給食なし・弁当持参になります。 

【持ち物】 

・リュック ・体育帽子 ・お弁当  

・水筒(水、お茶、スポーツドリンク) 

・合羽 ・ハンカチ ・ティッシュ 

・おやつ(３００円以内、ガムを除く)  

・敷物 ・ごみ袋 (タオル、虫除け) 

【雨天により延期の場合】前日に学校に

置いておいた学習用具を使って５時間

授業を行います。お弁当は雨でも必要

です。その際は、予備日の２５日（金）

に遠足を実施しますが、２５日（金）

は給食がありますので遠足が予備日実

施になったらお弁当は不要です。 

前期 通知表手交 

9 月３０日（水）は、前期通知表手交日

です。本校では、どのように評価を行って

いるのか、その方法や考え方等について、

手交日に合わせて保護者の皆様にお伝えし

ます。後日お知らせしますのでぜひ御覧く

ださい。 



 【コラム】夏休み中の学校では・・・ 

  学校では、「情報モラル教育」と称し、

発達段階に応じて年間数時間ずつ、インタ

ーネット上でのスマホやゲームに関わるト

ラブルを回避する方法を授業で指導してい

ます。 

 一方では、ＳＮＳトラブルの相談につい

ては、本校にも度々あります。小学生にス

マートフォンを持たせる家庭が増えている

ことの表われです。ただ、ＳＮＳによるト

ラブルの相談を受けても、残念ながら学校

の先生ができることはとても限定的です。

学校外のことですし、加えてとても閉鎖的

な空間でのやりとりであり、各家庭での使

わせ方・ルールについての考え方の差も大

きな障害となっています。 

トラブルの背景にあるのは、当然のこと

ながら、子どもたちのコミュニケーション

スキルの未熟さです。対面でのやりとりで

も思いがすれ違ってトラブルになってしま

うことがあります。表情が見えないＳＮＳ

だと、それは尚更です。では、トラブルは

どう防げばよいのでしょうか？

ぜひ、

トラブルに発展してしまう前に、保護者の

方が気付いて、正しい使い方を指導してあ

げてほしいと思います。 

 

 ＳＮＳを提供する事業者のホームペー

ジを見てみると、概ね以下のようなこと

が書かれています。 

 

ＬＩＮＥ ＝利用推奨年齢１２歳以上 

      １８歳未満は部分的機能制限 

Instagram＝１３歳未満アカウント作成・利用不可 

Tik Tok ＝１３歳未満アカウント作成・利用不可 

You Tube＝利用は１３歳以上 
（１３歳未満は親または保護者の許可が必要） 

※各社ホームページより 

 

 上記のように、主要なＳＮＳアプリを

運営する事業者は、利用できる年齢に制

限を掛けています。つまり、小学生は多

くの場合で利用対象者からはずれていま

す。それでも、家庭の事情によりＳＮＳ

を使わせることが多いようです。 

 

・使い方が本来の目的に合っているか？ 

・使い方が家庭のルールに合っているか? 

・トラブルが起きそうなやりとりは？ 

 

 今年も夏休み中の学校の中の様子をレポー

トしてみます。 

 まずはやっぱり、今年も廊下の床のワックス

がけ作業を進めていた用務員の太田さん。今年

は３階の廊下や、正面玄関の床を磨き上げてく

れました。エアコンが付いた本校ではあって

も、廊下や玄関には付いていません。暑さに耐

えながら、連日、黙々と作業を進めていました。

頭が下がる思いです。 

来校時には、ぜひ床の輝きにも目を留めてく

ださいね。 

          次ページに続く・・・ 

昨年度の連載です。大変

重要なテーマですので、でき

る範囲で再掲していきます。 



  今年は先生方の仕事ぶりにも目を向けて

みます。児童が登校していなくても、先生た

ちは毎日勤務が基本です。 

 

 夏休み中のある日の校内を回ったときの

写真を上の方から説明していきます。 

 

６年２組の岸田先生は、児童の作品をじっ

くりと見返していました。評価をしているの

でしょうか。６年生のワークスペースには、

製本前の修学旅行のしおりが山積みになっ

ていました。修学旅行の準備は夏休み中も続

いているようです。 

 職員室では、５年１組の村田先生が児童の

ノートを楽しそうに読んでいました。隣には

６年４組の岩崎先生もいます。夏休みはいつ

もよりも時間があるので、より丁寧にノート

を見ることができそうです。耳に挟んだ赤ペ

ンがお気に入りだそうです。 

 職員室の前には、多くの段ボール箱が積ま

れています。これらは２学期に使う教材で、

発注しておいたものが届いたところです。国

語や算数のテストもあれば、理科の実験セッ

ト、家庭科のランチョンマットもあります。

夏休みのうちに、数を数えて準備をしておき

ます。 

 ３階へ行ってみると、教室で過ごしていた

２年２組の村上先生に会いました。教科書や

ノートを広げて、２学期の授業の計画をして

いるところだそうです。こうした先を見越し

た計画が、児童の学ぶ楽しさに繋がり、楽し

い学校づくりの基盤となっていきます。 

 

 

「スクールゾーン実行委員会」で

は、校区内の交通安全についての

情報共有が行われ、本校ＰＴＡ、

町内会、警察署、土木センターの

方々が参加しました。 

「避難所運営研修」では、区職員

の方々、地域の方々、学校の教職

員も参加し災害時のシミュレーシ

ョンを行いました。【左写真】 

夏休み中の学校では、地域の方々が集まる機会もありました。 


